
                               

 

 

世界遺産条約の概要について 
 

 

 

１．条約の概要 

・正式名称：世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約 

・目  的：顕著で普遍的な価値を有する遺跡や自然地域などを人類全体のための世界の遺

産として保護、保存し、国際的な協力及び援助の体制を確立する。 

・採  択：１９７２年（我が国は１９９２年に締結） 

・締約国数：１７７ヶ国（２００３年１１月２８日現在） 

・事 務 局：ＵＮＥＳＣＯ世界遺産センター（パリ） 
 
 
 
２．世界遺産の３つのカテゴリー 
 

カテゴリー 対 象 登録件数 

 文化遺産 世界的な見地から見て歴史上、美術上、科学上顕著で普遍的価値

を有する記念工作物、建造物、遺跡等を対象 

 
（例）：姫路城（日本）、法隆寺地域の仏教建造物（日本）、 

アンコール（カンボジア王国）、万里の長城（中国）、 

メンフィスとその墓地遺跡－ギーザからダハシュールまでの 

ピラミッド地帯（エジプト・アラブ共和国）など 

５８２ 

 自然遺産 世界的な見地から見て観賞上、学術上又は保存上顕著な普遍的価

値を有する特徴ある自然の地域、脅威にさらされている動植物種

の生息地、自然の風景地等を対象 

 
（例）：白神山地（日本）、屋久島（日本）、 

カナディアン・ロッキー山脈公園（カナダ）、ガラパゴス諸島 

（エクアドル）、キリマンジャロ国立公園（タンザニア連合 

共和国）、グランド・キャニオン国立公園（アメリカ）、 

グレート・バリア・リーフ（オーストラリア）など 

１４９ 

 
 

 複合遺産 文化遺産と自然遺産との両面の価値を有するものを対象 

 
（例）：ウルル・カタジュタ国立公園（オーストラリア）、黄山（中国） 

マチュ・ピチュの歴史保護区（ペルー共和国）など 

  ２３ 

（合 計） 

                             

７５４ 
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３．世界自然遺産の登録基準 

以下のクライテリア（評価基準）の１つ以上 (但し、(ⅲ)を含む場合は２つ以上）に適合す

る世界的に見て類まれな価値を有し、かつ、次の条件を満たすこと。 
 

① 評価される価値に関し、既登録の類似の自然遺産等と比較して、評価される価値の優位

性・独自性が明らかであり、十分な規模と必要な要素を持っていること 

② 法的措置等により、評価される価値の保護・保全が十分担保されていること 
 

【 遺産価値のクライテリア 】    

（ⅰ) 地形・地質  

      過去の生命の歴史や地球の歴史の証拠となるような、重要な地形・地質等がよくあらわ

れている地域（例：グランド・キャニオン国立公園） 

（ⅱ) 生態系 

   現在も進行中の生物の進化や生物群集の見本となるような、極めて特徴のある生態系を

有する地域（例：白神山地） 

（ⅲ) 自然景観 

ひときわすぐれた自然美をもった自然現象や景観を有する地域 

（例：キリマンジャロ国立公園） 

（ⅳ) 生物多様性 

      絶滅危惧種の生息地や、生物多様性の保全上最も重要な生物が生息・生育する地域 

     （例：ガラパゴス諸島） 

 

 

４．我が国の世界遺産 

【 自然遺産（計２地域）】                    

・屋久島（平成５年１２月） 

世界的に特異な樹齢数千年のヤクスギをはじめ、多くの固有種や希少種を含む生物相を有

するとともに、植生の典型的な垂直分布がみられるなど、特異な生態系とすぐれた自然景

観を有する。 

・白神山地（平成５年１２月） 

原生的な状態で残存するブナ林は、動植物相の多様性で世界的にも特異な森林であり、生

態学的に進行中のプロセスを示す顕著な見本である。 
  

【 文化遺産（計９地域）】 

  ・姫路城（平成５年１２月） 

  ・法隆寺地域の仏教建造物（平成５年１２月） 

  ・古都京都の文化財（平成６年１２月） 

  ・白川郷・五箇山の合掌造り集落（平成７年１２月）  

  ・原爆ドーム（平成８年１２月） 

  ・厳島神社（平成８年１２月） 

  ・古都奈良の文化財（平成１０年１２月） 

  ・日光の社寺（平成１１年１２月） 

・琉球王国のグスク及び関連遺産群（平成１２年１２月） 

 

※ このほか、「紀伊山地の霊場と参詣道」を、現在、文化遺産として推薦中であり、平成１６年６月の 

世界遺産委員会において登録の可否が決定される予定。 



「知床」の世界自然遺産への推薦について 

 
 
１．遺産名：知 床（Shiretoko） 
 
２．所在地：北海道

ほっかいどう

斜里郡
しゃりぐん

斜里町
しゃりちょう

及び目梨郡
めなしぐん

羅臼町
らうすちょう

 

オホーツク海と根室海峡に接した北海道北東部の知床半島に位置し、半島中

央部には最高峰の羅臼岳（標高 1,661ｍ）をはじめとする標高 1,500ｍを超える
火山群（知床連山）が縦走している。 
 
３．推薦区域等： 

（１）推薦区域 
推薦地は、国内法等に基づく以下の地域から構成される。 
  ・遠音別

おんねべつ

岳
だけ

原生
げんせい

自然
しぜ ん

環境
かんきょう

保全
ほぜ ん

地域
ちい き

（自然環境保全法） 
  ・知床国立公園（自然公園法） 
  ・知床森林生態系保護地域（国有林野管理経営規程） 
・国指定知床鳥獣保護区（鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律） 

（２）面 積＊ 
 核心地域：３４，０００ha 
 緩衝地域：２２，１００ha （海域：７,４００haを含む） 

    合計 ：５６，１００ha  
 
＊ 現在、知床森林生態系保護地域の拡張に向けた手続きを進めているところであり、

上記面積には拡張見込み地が含まれている。 
 

４．共同推薦省庁： 

 環境省、林野庁及び文化庁 
 
５．概 要： 

 季節海氷域の特徴を反映した海洋生態系は、陸上生態系と連続することによ

って複合生態系を形成しており、推薦地はその仕組みを示す顕著な見本である。

海氷がもたらす栄養分によってアイス・アルジー（氷に付着した藻類）などの

植物プランクトンが大量に増殖し、それを出発点とする食物連鎖は海－川－森

の各生態系にわたるダイナミックな食物連鎖網を形成している。 
 季節海氷域としては世界で最も低緯度に位置する知床半島では、アイス・ア
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ルジーの大増殖や融氷に伴う植物プランクトンの大増殖が周辺海域に先駆けて

起こり、これが海生生物の餌条件や生活史の一部を支えている。融氷期の豊富

な餌資源を利用して育ったサケ・マス類などの魚類は、シマフクロウ、オオワ

シ、オジロワシなどの希少鳥類や、ヒグマの重要な餌資源として陸上生態系を

支えている。また、海岸から約 1,600ｍの山頂部までの間には、人手の入ってい
ない多様な植生が連続して存在しており、豊富な餌資源と多様な環境を背景と

して、ヒグマは世界的にも高密度で生息している。 
 さらに、知床は、北方系と南方系の両系の種が混在するなど、地理的位置と

多様な自然環境を背景として特異な種構成、分布がみられるほか、シマフクロ

ウ、オオワシ、オジロワシなどの国際的希少種の重要な繁殖地や越冬地となっ

ており、これらの種の存続に不可欠な地域となっている。 
 海氷や紅葉など、四季の変化に富む原生的な景観は優れた自然美を有する。

また、波浪に加え、海氷の浸食作用等を受けて形成された海食崖は 100ｍ以上の
高さに及び、太古から現在までの壮大な時間の流れの中で形成された類い希な

自然美を有する。知床連山の硫黄山
いおうざん

は高純度の溶融硫黄を大量噴出することで

世界的にも有名であり、現在も噴気・熱水活動や温泉等の自然現象がみられる。

河川を遡上するサケ・マスの群れやそれを捕食するヒグマの様子など、野生生

物の営みを観察できることも推薦地の自然景観の魅力である。 
 
 
６．世界自然遺産としての価値：  

（１）クライテリア（評価基準）との関係 

 
クライテリア（ⅱ）：生態系 

世界で最も低緯度に位置する季節海氷域の特徴を反映した海洋生態系は、陸

上生態系と連続することによって複合生態系を形成しており、知床はその仕

組みを示す顕著な見本である。 

 

クライテリア（ⅲ）：自然景観 

海氷や紅葉など、四季の変化に富む原生的な景観は優れた自然美を有する。

また、硫黄山
いおうざん

は大量の溶融硫黄を噴出する希少な火山である。 
 

クライテリア（ⅳ）：生物多様性 

知床は北方系と南方系の種が混在するなど、地理的位置と多様な自然環境を

背景として特異な種構成、分布がみられる。また、シマフクロウやオオワシ、

オジロワシなどの国際的希少種を保全する上で重要な生息地となっている。 



（２）保護の担保措置 

 知床は、国内法等に基づく複数の保護区（原生自然環境保全地域、国立公園、

森林生態系保護地域など）に指定されており、既に長期的に適切な保護を受け

ている。また、シマフクロウ、オオワシ、オジロワシ等の野生生物の一部は絶

滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律や文化財保護法に基づく

天然記念物として保護されている。 
なお、上記保護区を所管する各機関や地元自治体、地元関係者からなる地域

連絡会議によって、統合的な管理計画の検討が進められ、平成１５年１２月に

管理計画（案）が取りまとめられている。同管理計画（案）は平成１６年１月

に環境省、林野庁、文化庁及び北海道によって正式決定されている。 
 

（３）類似遺産との比較 

 世界遺産の登録審査の比較評価に使用されるUdvardyの生物地理区分におい
て、知床と同じ群系「温帯広葉樹林及び亜寒帯落葉低木密生林」に属する世界

自然遺産登録地のうち、森と海を包含する自然遺産はロシアの２箇所のみであ

る。また、知床と同緯度に位置し、森と海を包含する自然遺産は北米２箇所、

オセアニア１箇所であり、計５箇所の類似遺産が存在する。海と森による複合

生態系の仕組みを示す顕著な見本である知床は、上記５箇所と比較して、海氷

の有無、生物相のいずれかの面で異なっているとともに、種の多様性について

も、同等、あるいは優れている。したがって、知床と同様の価値を有する既存

の自然遺産は存在しない。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 シホテーアリン山脈中央部 

 カムチャツカの火山群 

クルエーン／ランゲル－セント・イライアス／ 

グレーシャー・ベイ／タッチェンシニー－アルセク  

 テ・ワヒポウナム－南西ニュージーランド

 知 床  
 レッドウッド国立公園 



 

 

 

＜シホテーアリン山脈中央部（ロシア）＞ 

知床と同じ生物地理区分に属する唯一の世界自然遺産登録地であり、ウスリ

ータイガ（混交林）の森林生態系の多様性を特徴とする。しかし、同地域の混

交林は針葉樹を主にするのに対して、知床の混交林は落葉広葉樹が優占してい

る点で異なる。また、知床は季節海氷域の特徴を反映した海洋生態系を有して

おり、海棲哺乳類及び魚類については、知床の方が種数が多く、海洋の多様性

は同地域より高い。 
 
＜カムチャツカの火山群（ロシア）＞ 

多様性に富んだ火山現象と生物多様性が評価され、世界自然遺産として登録

されているが、鳥類については、知床の方が種数が多く、多様性に富んでいる。

また、カムチャツカ半島もオホーツク海に面しているものの、登録地はカムチ

ャツカ半島脊梁部から太平洋側に面する一帯であるため、海氷の接岸はほとん

どみられない。 
 
＜レッドウッド国立公園（アメリカ）＞ 

 太平洋に面した森林山岳地帯で、年間降水量が多く、針葉樹を中心とした温

帯多雨林や巨木を特徴としており、知床とは気候、植生を異にしている。また、

海氷の接岸もみられない。 
 
＜クルエーン／ランゲル－セント・イライアス／グレーシャー・ベイ／ 

タッチェンシニー－アルセク（アメリカ・カナダ）＞ 

 ツンドラ地帯の植生やトウヒ林等の針葉樹林を有し、世界最大級の氷河を特

徴とする山岳地帯である。北方系の生物相を主としており、南北両方の要素を

持つ知床の生物相とは異なり、特に哺乳類相や鳥類相の多様性に欠ける。 
 
＜テ・ワヒポウナム－南西ニュージーランド（ニュージーランド）＞ 

 氷河によって形成されたフィヨルド景観が見事であり、固有種も多い。ゴン

ドワナ大陸に由来するその特異な生物相は知床とは全く異なり、海氷も存在し

ない。 
 

＜森と海のある類似の自然遺産＞



 

 

管理計画の策定について 

 

 

 

１．知床世界遺産候補地地域連絡会議  

 
・関係行政機関、関係団体との密接な連携・協力を図るための連絡調整を目的として、 
平成１５年１０月に設置。 
・以下の機関・団体を構成メンバーとして、管理計画（案）のとりまとめを進めてきた

ところ。 
 
 
○構成機関（候補地の保全・管理に係る法律、条例、規則等を所管する関係行政機関） 
 ア 関係省庁 
   ・環境省自然環境局東北海道地区自然保護事務所 
   ・林野庁北海道森林管理局 
          北見分局及び帯広分局 
 イ 地方公共団体 
   ・北海道環境生活部 
       網走支庁及び根室支庁 
   ・斜里町 
   ・羅臼町 
 
○オブザーバー（候補地の保全・管理の推進に関わる地元関係団体） 

・知床の世界自然遺産登録をめざす斜里町民会議 
・羅臼町知床世界遺産登録推進協議会 

    ・斜里第一漁業協同組合 
    ・ウトロ漁業協同組合 
    ・羅臼漁業協同組合 

・ウトロ地域自然保護と利用に関する協議会 
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２．これまでの経緯  

 

平成１５年１０月２７日  第１回知床世界遺産候補地地域連絡会議 

              管理計画（素案）の検討  

平成１５年１１月 ５日  第２回知床世界遺産候補地地域連絡会議 

              管理計画（案）の検討 

平成１５年１１月 ７日  管理計画（案）に関する一般からの意見募集開始 

平成１５年１１月１２日  地元説明会（斜里町） 

平成１５年１１月１３日  地元説明会（羅臼町） 

平成１５年１１月２７日  意見募集〆切 

平成１５年１２月 ５日  第３回知床世界遺産候補地地域連絡会議 

              管理計画（案）の修正  

平成１５年１２月１５日  第４回知床世界遺産候補地地域連絡会議 

              管理計画（案）のとりまとめ 

平成１６年 １月     知床に係る保護制度を所管する環境省、林野庁、文化庁

及び北海道により正式決定 

 

３．管理計画の概要  

 

（１）目的 

・極めて多様かつ特異な価値を有する知床の自然環境を将来にわたり適正に保全管理

していくことを目的に策定。 

・知床の保全に係る各種制度を所管する関係行政機関、地元自治体、並びに関係機関・

団体等が相互に緊密な連携を図ることにより、知床を適正かつ円滑に管理するため、

各種制度の運用及び各種事業の推進等に関する基本的な方針を明らかにする。 

 

（２）管理の枠組み 

・既存の各種制度を適正に運用し、陸域と海域の一体的な管理を行う。 

・各種制度を所管する行政機関や地元自治体、その他の関係機関による緊密な連携と

地域住民や関係団体の幅広い参加・協力により、効果的な管理を推進する。 

 

（３）管理の基本方針 

①原始性の保持 

・知床の有する原始性を次の世代に継承できるよう、細心の注意を払う。 

 

②陸域及び海域の統合的管理 

・陸域と海域の生態系の連続性、健全性をモニタリングし、自然環境に影響を及ぼす

ような変化の兆候が認められた場合には、科学的な調査に基づき原因の分析と環境

の回復に向けた対策を検討し、実施する。 

・関係機関、関係団体、研究者等との連携、協力体制を構築し、十分な情報交換を行

うとともに、調査研究・モニタリングを担う人材の育成や確保を図る。 

 



③核心地域、緩衝地域 

・核心地域では、原則として人手を加えずに自然の推移に委ねることを基本とする。 

・緩衝地域では、必要に応じ一定の行為を規制し、特に核心地域へ影響を及ぼす行為

を厳正に規制する。 

 

④一次産業との両立 

・水産業については、知床に生息する野生動物との共存を図る。 

・国有林では木材生産を目的とする森林施業は行われていない。ごく一部が含まれる

民有林では原生的な自然景観に配慮しながら計画的な間伐など森林管理のための

施業を行う。 

 

⑤自然の適正な利用 

・観光、自然探勝、釣り等の利用は、自然環境に支障を及ぼすことがないよう適正に

行うこととし、必要に応じ、一定の制限やルールを設けることにより、原生的な自

然環境の保全と地域の主要産業である観光との両立を図る。 

・自然を大切にしながら地域の発展を図るエコツーリズムのあり方についても検討を

深める。 

 

（４）管理の方策 

・陸域の生態系及び自然景観の保全 

（野生動植物の保護管理、自然景観の保全、河川環境の保全、外来種への対応） 

・海域の保全 

（水産資源の管理、海棲哺乳類・海鳥の保護、海洋油汚染対策等） 

・自然の適正な利用 

（知床の原生的な自然にふさわしい利用ルール（「知床ルール」）作り、自然解説者の

育成、情報提供・普及啓発等） 

・保全管理事業の実施 

（関係行政機関等による巡視、植生復元、外来種の除去等の保全管理事業等の実施） 

・調査研究・モニタリング 

（野生動植物、自然景観、外来種、海洋生態系等、利用状況に関する調査研究及びモ

ニタリングの実施、ＧＩＳを用いたデータベースの構築） 

 

（５）計画の実施等 

・自然環境の状況を把握し、科学的なデータを基礎として適正な対応を図っていくた

め、専門家による委員会を設置して科学的な立場からの助言を得るものとし、地域

連絡会議との密接な連携体制を確立する。 

・自然環境の管理に関する細部にわたる取扱いや個別の課題についての対応等につい

ては、地域住民や関係団体、専門家からの意見や提案を幅広く聴くとともに、地域

連絡会議において合意形成を図りながら、モニタリング結果等を踏まえ検討を行い、

適正な管理を推進する。 

・地域の市民活動を担う団体との協働関係を築くとともに、地域ぐるみの活動を展開

していく。 

・管理計画は自然環境のモニタリング結果や社会環境の変化等を踏まえ、必要に応じ

見直しを行う。 


